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共済掛金
（単位：円）

火災共済 総合共済

基本契約
臨時費用
担保特約
（30％）

基本契約
＋

小損害実損
てん補特約

小損害実損
てん補特約

＋
臨時費用担保
特約（30％）

基本契約
臨時費用
担保特約
（30％）

基本契約
＋

小損害実損
てん補特約

小損害実損
てん補特約

＋
臨時費用担保
特約（30％）

一
年
間
の
掛
金

普
通
物
件

一般造 9,500 11,200 10,610 12,410 26,400 29,800 29,140 32,840
耐火造B 5,300 6,100 6,410 7,410 23,300 26,100 26,040 29,140
耐火造A 2,600 3,000 3,710 4,210 21,300 23,700 24,040 26,640

特
殊
物
件

一　
　
般

一般造 16,300 19,200 17,410 20,510 31,500 35,800 34,240 38,840
耐火造B 7,700 8,900 8,810 10,310 25,100 28,200 27,840 31,240
耐火造A 2,600 3,000 3,710 4,210 21,300 23,700 24,040 26,640

特
殊
物
件

割　
　
増

一般造 35,300 41,200 36,410 43,210 45,400 52,300 48,140 55,540
耐火造B 15,700 18,200 16,810 19,810 31,000 35,200 33,740 38,340
耐火造A 4,600 5,300 5,710 6,610 22,800 25,500 25,540 28,540

補
償
内
容

火
災
等

損害共済金 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

費
用
共
済
金

①残存物取片付け費用共済金 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
②特別費用共済金 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
③損害防止費用共済金 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
④地震火災費用共済金 ◎ ◎ ◎ ◎
⑤失火見舞費用共済金 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
⑥臨時費用共済金 － ◎ － ◎ － ◎ － ◎

自
然
災
害

地
震
等
以
外

損害共済金 － － － － ◎ ◎ ◎ ◎
費
用
共
済
金

①残存物取片付け費用共済金 － － － － ◎ ◎ ◎ ◎
②特別費用共済金 － － － － ◎ ◎ ◎ ◎
③臨時費用共済金 － － － － － ◎ － ◎

地
震
等 損害共済金 － － － － ◎ ◎ ◎ ◎

　  その他、火災時の
　  消防活動による損
害も補償の対象となる
場合もあります

農
業
共
済
が
改
正
さ
れ
ま
す

特 

集
もしものために建物共済にご加入を

1
火災共済では　から　が支払い対象です1 8

7 8 9  10  11

2 3 5 6火災

盗難によるき損・汚損
（警察への被害届けが必要です）

地震・噴火・津波 風水害・床上浸水 雪害

落雷 破裂・爆発 　　建物外部から
　　の物体の落下・
飛来・衝突、建物内
部での車両等の衝
突等

給排水設備の
事故による水
ぬれ

騒乱等に伴う
損害

 ◉１年間の掛金は（加入金額1,000万円当たり）

 ◉建物共済で支払い対象となる災害

建
物
共
済
が
変
わ
り
ま
す

総
合
共
済
で
の
共
済
金
額
の
上
限
を

引
き
上
げ
ま
す

■
加
入
限
度
額
２
千
万
円
⬇
４
千
万
円

　
総
合
共
済
の
共
済
金
額
の
限
度
額
が
、
建

物
１
棟
当
た
り
２
千
万
円
か
ら
４
千
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
共
済
の
加
入
限
度
額
６
千
万
円
と
合

わ
せ
て
、
１
棟
当
た
り
１
億
円
ま
で
加
入
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
費
用
共
済
金
の
対
象
事
故
を

自
然
災
害
ま
で
拡
大
し
ま
す

■
火
災
等
事
故
⬇

火
災
等
事
故
＋
自
然
災
害
（
地
震
等
除
く
）

　

火
災
等
の
事
故
で
再
建

築
価
額
の
80
％
以
上
の
損

害
が
あ
っ
た
場
合
、
１
棟

に
つ
き
共
済
金
額
の
10
％

（
２
０
０
万
円
限
度
）を
お

支
払
い
す
る
特
別
費
用
共
済

金
に
、総
合
共
済
に
お
け
る

地
震
等
を
除
く
風
災
、ひ
ょ

う
災
、雪
災
、水
災
の
自
然

災
害
の
事
故
も
加
え
、支
払

い
対
象
が
拡
大
し
ま
す
。

臨
時
費
用
担
保
特
約
給
付
割
合
を

引
き
上
げ
、
選
択
制
に
し
ま
す

■
給
付
割
合
20
％
⬇
最
大
30
％

　

給
付
割
合
は
こ
れ
ま
で
、

損
害
共
済
金
の
20
％
と
一
律

で
し
た
が
、最
大
30
％
に
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、10
％
、

20
％
ま
た
は
30
％
か
ら
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

臨
時
費
用
共
済
金
は
地

震
等
以
外
の
事
故
に
対
し
、

２
５
０
万
円
を
限
度
と
し

て
お
支
払
い
し
ま
す
。

予
約
加
入
推
進
が

始
ま
り
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
建
物
共

済
の
加
入
推
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

安
い
掛
金
で
大
き
な
補
償

が
得
ら
れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建

物
共
済
「
住
ま
い
る
」。
充
実

し
た
補
償
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
満
額
の
ご
加
入
を
お
勧
め

し
ま
す
。

落
雷
へ
の
備
え
に

　
１
年
の
中
で
も
６
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
落
雷
が
多
く
発
生

し
ま
す
。
多
発
時
期
に
備
え
、

建
物
共
済
「
住
ま
い
る
」
へ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

家
具
類
の
加
入
で
万
全
を

　

家
具
類
の
被
害
は
、
建
物
本

体
だ
け
で
な
く
家
具
類
に
加
入

し
な
い
と
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
万
一
に
備
え
て
家
具
類
の
加

入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
家
具
類
の
み
の
加
入

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、建
物
と
合

わ
せ
た
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約
を

新
設
し
ま
す

　
損
害
の
額
が
30
万
円
以
下
の
場
合
、
損
害

の
額
と
同
額
の
損
害
共
済
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
特
約
で
す
。

　
こ
の
特
約
を
付
帯
で
き
る
の
は
、
火
災
共

済
も
し
く
は
総
合
共
済
に
共
済
金
額
１
千
万

円
以
上
の
加
入
、ま
た
は
、共
済
責
任
期
間
が

同
一
の
火
災
共
済
と
総
合
共
済
の
共
済
金
額

の
合
計
が
１
千
万
円
以
上
の
加
入
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

　
近
年
多
発
す
る
地
震
等
の
自
然
災
害
に
対
す
る
補
償
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
建
物
共
済
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に

共
済
責
任
が
開
始
す
る
共
済
関
係
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
災
害
補
償
法
が
農
業
保
険
法
に
な
り
、
農
業
共
済
制
度
が
大
き
く
見
直
さ

れ
ま
す
。
組
合
広
報
紙
「
和
み
」
で
は
、
今
年
度
一
年
を
通
し
て
、
改
正
さ
れ
る
農

業
共
済
制
度
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
建
物
共
済
の
仕
組
み
改
善
、
畑
作
物
共
済
と
果
樹
共
済
の
引
受
、

家
畜
共
済
の
死
亡
廃
用
と
疾
病
傷
害
の
分
離
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

再建築価額が2,000万円、共済金額（加入額）が1,000万円の火災共済に加入
落雷により住宅設備に25万円の被害があった場合

特約無

特約あり 共済金 ＝ 損害の額 25万円

損害の額
25万円

共済金額 1,000万円

再建築価額 2,000万円×80％
共済金 ＝ 15万6,250円＝×

例2

例1 再建築価額が2,000万円、共済金額（加入額）が1,000万円の総合共済に加入
強風により屋根に25万円の被害があった場合

特約無

特約あり 共済金 ＝ 損害の額 25万円

損害の額
25万円

共済金額 1,000万円

再建築価額 2,000万円
共済金 ＝ − 1万円 12万円＝×

火災等 自然災害
（地震等を除く）

改善前 ○ ×

平成30年4月
加入分から ○ ○

改善前 一律 20％

平成30年4月
加入分から

ニーズに応じて
10％、20％、30％

から選択

（損害共済金は加入金額の）  50％が限度になります
地
震
等
の
補
償
割
合
を

引
き
上
げ
ま
す

■
共
済
金
額
の
30
％
限
度
⬇　
％
限
度

　

総
合
共
済
で
は
、
地
震
や
噴
火
、
こ
れ
ら

に
よ
る
津
波
（
以
下
、
地
震
等
と
い
い
ま
す
）

の
被
害
へ
の
損
害
共
済
金
の
限
度
額
が
共
済

金
額
の
30
％
か
ら
、
共
済
金
額
の
50
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
よ
り
厚
い
補
償
に
な
り
ま
す
。

50

　　総合共済に加入している住宅（再建
築価額、共済金額ともに2,000万円）が
地震によって倒壊

 平成30年4月加入分から

ただし、地震等被害の場合は、残存物取片付け
費用共済金および臨時費用担保特約でお支払い
する臨時費用共済金は、支払対象外となります。

2,000万円 × 50％
 ＝ 1,000万円

2,000万円 × 30％
 ＋ 残存物取片付け費用共済金
　　　　　　　　　  （実費限度）
 ＝ 600万円＋60万円
 ＝ 660万円

 改善前

例えば

総合共済 火災共済
2,000万円 6,000万円

総合共済 火災共済

4,000万円 6,000万円

  加入限度額（1棟当たり）
6,500万円

（総合共済・火災共済通算限度額）

  加入限度額（1棟当たり）

１億円

改善前

平成30年4月加入分から
⬇

総合共済では　から　が支払い対象です1 11

注）補償内容は、商品ごとに◎印の共済金が給付されます。

イラストはイメージです。

4

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

パート1
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畑
作
物
共
済
と
果
樹
共
済
が

見
直
さ
れ
ま
す

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

麦共済麦共済

畑作物共済畑作物共済
＆

　

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
と
は
、
地

域
の
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
共
済
金
を
支
払

う
仕
組
み
で
す
。

　
組
合
員
ご
と
に
地
域
の
過
去
５
カ
年
の
統

計
の
平
均
単
収
（
５
中
３
）
を
用
い
て
基
準

収
穫
量
を
設
定
し
、
当
年
の
統
計
単
収
が
基

準
収
穫
量
の
補
償
割
合
を
下
回
っ
た
場
合
に

共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
補
償
割
合
は
、
９
割
を
上
限
に
８
割
、
７

割
の
３
段
階
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。
損
害
評

価
は
、
加
入
者
が
組
合
に
損
害
通
知
を
し
、

１ 

引
受
方
式
等
が
変
わ
り
ま
す

（
１
）
引
受
方
式

　
平
成
31
年
産
か
ら
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方

式
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
畑
作
物
共
済
の
共
済
目
的
に
、
ば

れ
い
し
ょ
と
そ
ば
が
加
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
畑
作
物
共
済
の
大
豆
の
一
筆
方

式
、
果
樹
共
済
の
特
定
危
険
方
式
と
樹
園
地

方
式
は
、
平
成
33
年
産
ま
で
で
、
そ
の
後
廃

止
さ
れ
ま
す
。

（
２
）
補
償
割
合
等
の
設
定

　
平
成
31
年
産
か
ら
は
、
引
受
方
式
ご
と
に

複
数
の
補
償
割
合
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
加
入

申
し
込
み
の
際
に
は
、
引
受
方
式
と
併
せ
て

補
償
割
合
も
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
果
樹
共
済
は
、
引
受
方
式
と
支

払
開
始
割
合
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

組
合
が
共
済
事
故
発
生
の
現
地
を
確
認
し

ま
す
。
共
済
金
の
算
定
は
、
農
林
水
産
統
計

（
農
林
水
産
省
公
表
）
の
う
ち
最
小
区
分
の

も
の
を
使
う
た
め
、
水
稲
、
麦
、
大
豆
（
乾

燥
子
実
）
、
て
ん
菜
、
そ
ば
等
は
市
町
村
別

の
統
計
を
、
ば
れ
い
し
ょ
、
小
豆
、
イ
ン
ゲ

ン
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
果
樹
等
は
都
道
府

県
別
の
統
計
を
用
い
ま
す
。

　
な
お
、果
樹
は
、
加
入
農
家
の
樹
齢
構
成
で

地
域
の
過
去
５
カ
年
の
平
均
単
収
（
５
中
３
）

を
調
整
し
て
基
準
収
穫
量
を
設
定
し
ま
す
。

　
制
度
改
正
に
よ
り
、
畑
作
物
共
済
お
よ
び
果
樹
共
済
の
引
受
等
が
見
直

さ
れ
ま
す
（
表
１
〜
３
参
照
）。

（
３
）
単
位
当
た
り
共
済
金
額
の
選
択

　
単
位
当
た
り
共
済
金
額
は
、
農
家
選
択
が

基
本
に
な
り
ま
す
。
農
林
水
産
大
臣
が
告
示

し
た
金
額
の
中
か
ら
、
加
入
申
し
込
み
時
に

選
択
し
ま
す
。

　
畑
作
物
共
済
の
大
豆
、
ば
れ
い
し
ょ
、
そ

ば
は
類
区
分
ご
と
、
蚕
繭
は
春
蚕
繭
、
初
秋

蚕
繭
、
晩
秋
蚕
繭
ご
と
に
告
示
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
大
豆
、
ば
れ
い
し
ょ
、
そ
ば
に
つ
い

て
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
の
数
量
払
（
以
下
「
交
付

金
」
と
い
い
ま
す
）
の
交
付
を
申
請
す
る
農

業
者
と
、
申
請
し
な
い
農
業
者
の
別
に
告
示

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
交
付
金
の
対
象
に
な
る

作
物
（
品
種
）
と
、
そ
れ
以
外
の
別
に
告
示

さ
れ
ま
す
。

　

果
樹
共
済
は
、
告
示
さ
れ
る
金
額
と
標
準

収
穫
量
か
ら
算
定
さ
れ
る
標
準
収
穫
金
額
に

対
し
て
最
低
４
割
を
下
回
ら
ず
補
償
限
度
割

合
の
範
囲
内
で
共
済
金
額
を
申
し
出
し
ま
す
。

（
４
）
全
相
殺
方
式
の
加
入
資
格
者

　

畑
作
物
共
済
で
は
平
成
31
年
産
か
ら
、

全
相
殺
方
式
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
組

合
員
の
資
格
を
次
の
よ
う
に
改
め
ま
す
。
な

お
、
果
樹
共
済
も
同
様
に
な
り
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
全
相
殺
方
式
の

　
加
入
資
格
者
は

　
農
作
物
に
係
る
収
穫
物
の
お
お
む
ね
全

量
を
原
則
過
去
５
年
間
、
資
料
の
提
供
・
協

栽
培
方
法
、
品
種
、
用
途
等
当
該
年
産
の
栽

培
状
況
、
引
受
方
式
、
補
償
割
合
、
単
位
当

た
り
共
済
金
額
の
選
択
等
に
つ
い
て
、
前
契

約
か
ら
変
更
が
あ
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

③
申
告
し
た
組
合
員
に
は
、
毎
年
、
加
入
承

諾
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
期
限
は
、
事

業
規
程
で
規
定
す
る
期
限
と
な
り
ま
す
（
毎

年
確
認
す
る
項
目
は
共
済
事
業
ご
と
に
異
な

り
ま
す
）。

　
（
６
）
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
導
入

　
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
は
、
組
合
員
ご

と
の
被
害
の
発
生
状
況
に
応
じ
て
掛
金
率
を

設
定
す
る
仕
組
み
で
す
。
農
作
物
共
済
、
家

畜
共
済
、
果
樹
共
済
、
畑
作
物
共
済
、
園
芸

施
設
共
済
で
実
施
し
ま
す
。

　

共
済
金
の
受
取
機
会
が
少
な
い
人
は
掛

金
率
が
段
階
的
に
下
が
り
、
逆
に
共
済
金
の

受
取
機
会
が
多
い
人
は
段
階
的
に
上
が
り

ま
す
。

２ 
そ
の
他

（
１
）
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
へ
の
切
り
替
え

　
収
入
保
険
制
度
の
保
険
期
間
が
、
平
成
31

年
１
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
収
入
保
険

の
加
入
申
請
時
に
園
芸
施
設
共
済
（
施
設
内

農
作
物
補
償
有
）、
麦
、
果
樹
（
樹
体
共
済
以

外
）、
家
畜
共
済
の
い
ず
れ
か
に
既
に
加
入
し

て
い
る
組
合
員
は
、
加
入
を
切
り
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
農
業
共
済
に

係
る
掛
金
、
賦
課
金
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

お
返
し
し
ま
す
。

（
２
）
共
済
目
的
の
未
実
施
品
目
に
つ
い
て

　

共
済
目
的
の
未
実
施
品
目
の
取
り
扱
い

は
、
加
入
意
向
等
に
つ
い
て
調
査
等
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
実
施
の
可
否
を

総
代
会
等
で
報
告
し
、
対
応
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

対
象
品
目
は
、
畑
作
物
共
済
で
は
、
大

豆
（
枝
豆
）。
果
樹
共
済
で
は
、
か
き
、
う

め
、
も
も
、
く
り
、
ぶ
ど
う
、
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

基
準
収
穫
量
の
設
定
方
法
、
標
準
収
量
表
の

作
成
、
現
地
調
査
の
方
法
お
よ
び
損
害
評
価

体
制
の
整
備
な
ど
、
実
施
に
向
け
た
課
題
も

あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
意
向
を
く
み
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
畑
作
物
共
済
と
果
樹
共
済
の
損
害
評
価
等

に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

表２）果樹共済の引受方式、支払開始割合、補償限度割合　
　　　（共済目的は、宮城県の場合）

引受方式 共済
目的

支払開始
割　　合

補償限度
割　　合 摘　要

半
相
殺
方
式

減収総合
一般方式

り
ん
ご
・
な
し

３割・４割・
５割 

７割・６割・
５割

減収総合
短縮方式

３割・４割・
５割 

７割・６割・
５割

特定危険
方式 ※1

２割 ８割 平成33年産
まで

全
相
殺
方
式

総合一般
方式

２割・３割・
４割 

７割・６割・
５割

品質方式 ２割・３割・
４割 

７割・６割・
５割

樹
園
地
方
式

減収総合
一般方式 ４割 ６割

平成33年産
まで

減収総合
短縮方式 ４割 ６割

特定危険
方式 ※2

３割 ７割

地域インデックス
方式

１割・２割・
３割

９割・８割・
７割 新設

表１）畑作物共済の引受方式、補償割合
　　　（共済目的は、宮城県の場合）

引受方式 共済目的 補償割合 摘　要

半相殺方式 大　　豆 ８割・７割・６割

全相殺方式
大　　豆 ９割・８割・７割

蚕　　繭 ８割・７割・６割

地域インデックス方式 大豆・ばれい
しょ・そば ９割・８割・７割 新　　設

一筆方式 大　　豆 ７割 平成33年産
まで

表３）畑作物共済の類区分（宮城県の場合）
共済目的
の種類 引受方式 品種、栽培方法に応ずる区分

ばれい
しょ 地域インデックス方式 ９類 春期に播種するばれいしょ

そ　ば 地域インデックス方式
３類 田で耕作するそば

４類 畑で耕作するそば

大　豆

全相殺方式、半相殺方式
および一筆方式

１類 乾燥子実で収穫され、かつ、
黒大豆以外の品種である大豆

３類 乾燥子実で収穫され、かつ、
丹波黒以外の黒大豆の品種

地域インデックス方式
６類 乾燥子実で収穫され、かつ、

田で耕作する大豆

７類 乾燥子実で収穫され、かつ、
畑で耕作する大豆

※特定危険方式には、減収暴風雨、減収ひょう害、減収凍霜害、
　減収暴風雨・ひょう害、減収暴風雨・ひょう害・凍霜害による
　災害を対象にした方式があります。

特 集 農業共済が改正されます パート1

力
が
得
ら
れ
る
者
に
出
荷
し
て
い
る
組
合
員

で
、
か
つ
今
後
も
同
様
に
出
荷
す
る
こ
と
が

確
実
だ
と
見
込
ま
れ
る
組
合
員
で
し
た
。

■
平
成　　
年
産
か
ら
は

　
こ
れ
ま
で
の
加
入
資
格
者
の
ほ
か
に
、
類

区
分
ご
と
に
、
栽
培
す
る
農
作
物
（
ま
た
は

果
樹
）
に
係
る
収
穫
量
が
青
色
申
告
書
お
よ

び
そ
の
関
係
書
類
で
適
正
に
確
認
で
き
る
組

合
員
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

（
５
）
自
動
継
続
特
約
の
導
入

　
自
動
継
続
特
約
と
は
、
加
入
者
か
ら
解
除

の
意
思
表
示
が
な
い
と
き
は
、
共
済
関
係
の

更
新
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
取

り
扱
う
も
の
で
す
。
平
成
31
年
１
月
１
日
以

降
に
共
済
責
任
が
開
始
す
る
共
済
関
係
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
特
約
は
、
農
作
物
共
済
、
畑
作
物
共

済
、
果
樹
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
に
導
入
さ

れ
ま
す
。

　
　

 

畑
作
物
共
済
の
場
合

①
加
入
申
込
書
を
提
出
す
る
際
、
自
動
継
続

特
約
を
付
す
る
こ
と
を
併
せ
て
申
告
（
初
回

の
み
）
し
ま
す
。

②
自
動
継
続
特
約
を
締
結
し
た
組
合
員
に
対

し
て
は
、
毎
年
、
加
入
申
込
書
の
提
出
期
限

と
同
時
期
ま
で
に
、
地
名
地
番
、
栽
培
面
積
、

31

組 合 員

組 　 合
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家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
家
畜
共
済
の
主
な
改
正
点
は
、
図
１
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
改
正
制
度
に
適
用
す
る
共
済
掛
金

率
な
ど
、
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
は
改
め
て
機
会
を
設
け
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

１ 

死
亡
廃
用
共
済
と
疾
病
傷
害

共
済
に
分
離
し
ま
す

　
現
行
の
家
畜
共
済
で
は
、
病
傷
事
故
を
対

象
と
し
な
い
事
故
除
外
方
式
が
あ
り
ま
す

が
、
病
傷
事
故
だ
け
を
対
象
に
す
る
方
式
は

育
牛
（
子
牛
胎
児
含
み
）
と
、
疾
病
傷
害
共

済
の
乳
用
牛
（
子
牛
含
み
）、
肉
用
牛
（
子

牛
含
み
）
の
５
区
分
に
申
込
み
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
死
亡
廃
用
共
済
に
は
、
事
故
除
外
方
式
が

あ
り
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
選
択
肢
は
多
く
な

り
ま
す
。
組
合
員
は
期
待
す
る
補
償
内
容
に

合
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
組
合
員
ご
と
の
経
営

形
態
に
合
わ
せ
た
加
入
プ
ラ
ン
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
補
償
内
容
選
択
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

２ 

棚
卸
資
産
的
家
畜
の
死
廃
事

故
時
の
評
価
額
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

肥
育
牛
な
ど
の
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
、

増
体
に
伴
い
日
々
価
値
が
増
加
し
ま
す
が
、

現
行
の
家
畜
共
済
で
は
、
共
済
の
補
償
期
間

（
共
済
掛
金
期
間
、
以
下
期
間
と
し
ま
す
）の

開
始
時
点
で
の
数
え
月
齢
に
基
づ
く
価
値
を

評
価
額
と
し
て
死
廃
事
故
の
共
済
金
を
算
定

し
て
い
ま
す
。

　

改
正
後
の
死
亡
廃
用
共
済
で
は
、
搾
乳

牛
・
繁
殖
用
雌
牛
な
ど
の
固
定
資
産
的
家
畜

と
棚
卸
資
産
的
家
畜
と
を
区
分
し
て
、
固
定

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
正
制
度
が
適
用
さ

れ
る
共
済
関
係
で
は
、
選
択
の
幅
が
増
え
、

図
２
の
包
括
家
畜
区
分
ご
と
に
加
入
の
有

無
、
補
償
内
容
（
子
牛
・
胎
児
の
補
償
の
有

無
、
付
保
割
合
や
選
択
割
合
）
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
組
合
員
は
、
事
故
発
生
に
よ
る
損
失
の
リ

ス
ク
と
、
共
済
掛
金
等
の
コ
ス
ト
を
検
討
し

て
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
和
牛
の
授
精
卵
移
植
に
取
り
組

む
酪
農
家
が
全
て
の
事
故
に
よ
る
損
失
に
備

え
て
加
入
す
る
場
合
、
死
亡
廃
用
共
済
の
搾

乳
牛
、
育
成
乳
牛
（
子
牛
胎
児
含
み
）、
肥

家
畜
共
済
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

　
改
正
家
畜
共
済
は
、
平
成
31
年
１
月
１
日
以
後
に
共
済
責
任
が
開
始
す
る

共
済
関
係
か
ら
順
次
適
用
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
今
号
で
は
、
死
亡
廃
用
共
済

と
疾
病
傷
害
共
済
の
分
離
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0
8 15 20 31
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400

600

800
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1,600 千円

月齢

共済掛金期間

死亡時点の
資産価値

〈改正後の補償金額〉

期首の
資産価値

〈現行の補償金額〉

（死亡）

資産価値の差 出
荷
月
齢

資産価値

図１）家畜共済の主な改正点
主な改正点 適用時期

① 死亡廃用共済と疾病傷害共済
に分離

平成31年１月１日以後に共済責任
の開始する共済関係から

②
日々価値が増加する肥育牛等
の棚卸資産的家畜の死廃事故
時の評価額の見直し

③ 包括共済の事務の簡素化

④ 待期間の取り扱い

⑤ 牛白血病の取り扱い

⑥ 共済掛金率乙限度率設定の見
直し

⑦ 家畜診療センターの経理処理
の見直し 平成31年度から

⑧ 診療費の一部自己負担 平成32年１月１日以後に共済責任
の開始する共済関係から

図２）包括家畜区分

死亡廃用共済
疾病傷害
共　　済固定資産的

家　　　畜
棚卸資産的
家　　　畜

乳用牛 搾乳牛 育成乳牛 乳用牛

肉用牛 繁殖用雌牛 育成・肥育牛 肉用牛

一般馬 繁殖用雌馬 育成・肥育馬 一般馬

種　豚 種　豚 種　豚

肉　豚 肉　豚

※死亡廃用共済、疾病傷害共済はそれぞれ、包括共済の家　
　畜区分ごとに付保割合（死亡廃用共済）、選択割合（疾病
　傷害共済）を選択し加入することができます。
※子牛等の補償を選択した場合、死亡廃用共済では棚卸資
　産的家畜に子牛・胎児が、疾病傷害共済では子牛が補償の
　対象に含まれます。
※加入を選択した包括家畜区分に含まれる家畜は、全て加　
　入いただきます。一部加入はできません。
※乳用種種雄牛、肉用種種雄牛、種雄馬、その他包括家畜
　区分に含まれない家畜は、現行制度と同様個別に加入い
　ただきます。

図３）肥育牛等の補償金額のイメージ

図４）固定資産的家畜と棚卸資産的家畜の区分の基準（牛の場合）
包括家畜の区分 区分の基準

固定資産的家畜
  ■ 期首時点の満月齢が24カ月以上の牛
  ■ 期間中に満月齢が24カ月以上になる牛

棚卸資産的家畜

  ■ 期首時点の満月齢が４カ月以上24カ月未満の牛

〈子牛等選択の場合〉
  ○死亡廃用共済　受精後240日以上の胎児と満４カ月未満の子牛を含みます。
  ○疾病傷害共済　満４カ月未満の子牛を含みます。
　　　　　　　　（胎児の治療はありませんので、胎児は含みません。）

※育成乳牛・繁殖育成牛では、期首時点の満月齢が13カ月以上の牛は、期間中に満月齢が24カ月以　
　上になりますので、固定資産的家畜でも棚卸資産的家畜でも１頭と数えます。この場合、棚卸資産
　的家畜の共済価額は満23カ月齢とみなして計算します。

　
３ 

包
括
共
済
の
事
務
が
簡
素
化

さ
れ
ま
す

　

現
行
の
家
畜
共
済
で
は
、
包
括
家
畜
区

分
ご
と
に
共
済
金
額
を
固
定
し
、
導
入
・
譲

渡
・
死
廃
事
故
な
ど
の
個
体
の
異
動
ご
と
に

共
済
価
額
と
付
保
割
合
（
＝
補
償
割
合
、
共

済
価
額
に
対
す
る
共
済
金
額
の
割
合
）
が

変
動
し
て
い
ま
す
。
付
保
割
合
は
、
死
廃
事

故
の
共
済
金
算
定
に
直
接
影
響
し
ま
す
。
な

お
、
異
動
の
際
に
共
済
金
額
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
異
動
通
知
が
無
い
ま
ま
事
故
が
発
生
し
た

と
き
は
、
共
済
金
の
一
部
も
し
く
は
全
部
が

免
責
で
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事

態
を
招
か
な
い
よ
う
に
異
動
通
知
の
徹
底
を

繰
り
返
し
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
改
正
後
の
死
亡
廃
用
共
済
で
は
、
付
保
割

合
を
固
定
し
ま
す
。

　
組
合
員
は
期
間
の
開
始
前
に
、
期
間
中
の

飼
養
計
画
に
基
づ
い
て
、
用
途
ご
と
品
種
ご

と
に
期
間
の
開
始
時
点
の
満
月
齢
ご
と
の
頭

数
な
ど
を
申
告
し
、
付
保
割
合
を
約
定
し
ま

す
。
組
合
で
は
、
こ
の
申
告
に
基
づ
き
、
固

定
資
産
的
家
畜
で
は
期
首
時
点
で
の
価
額

で
、
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
期
末
時
点
で
の
価

額
で
共
済
価
額
を
算
定
し
ま
す
。

　

付
保
割
合
は
原
則
と
し
て
固
定
で
す
の

で
、
期
間
中
の
個
体
の
異
動
は
、
大
規
模
な

異
動
で
共
済
金
額
の
変
更
を
申
し
出
る
場
合

を
除
い
て
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

異
動
通
知
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
共
済

金
支
払
の
免
責
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
期
間

中
に
異
動
し
た
分
は
、
期
間
終
了
後
に
牛
個

体
識
別
情
報
な
ど
に
よ
り
確
認
し
、
共
済
掛

金
等
で
調
整
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
に
異
動
が
発
生
し
た
場
合

は
、
共
済
金
額
の
変
更
を
申
し
出
る
こ
と
が

で
き
、
通
知
に
基
づ
き
異
動
に
伴
う
共
済
掛

金
等
を
期
中
に
調
整
し
ま
す
。

　

死
亡
廃
用
共
済
、
疾
病
傷
害
共
済
の
補

償
内
容
の
選
択
や
共
済
金
額
の
設
定
、
加

入
申
込
や
期
間
終
了
後
の
共
済
掛
金
等
の

調
整
に
つ
い
て
は
、
次
回
以
降
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

資
産
的
家
畜
の
価
値
は
年
間
で
大
き
く
動

か
な
い
こ
と
か
ら
期
間
開
始
時
点
の
満
月
齢

で
の
価
額
を
、
棚
卸
資
産
的
家
畜
は
図
３
の

よ
う
に
死
廃
事
故
発
生
時
点
の
満
月
齢
の

価
額
を
死
廃
事
故
の
評
価
額
と
し
、
よ
り
実

態
に
即
し
た
価
額
を
適
用
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
固
定
資
産
的
家
畜
と
棚
卸
資
産
的
家
畜
の

区
分
の
基
準
は
図
４
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　

  

数
え
月
齢
と
満
月
齢

　
現
行
の
家
畜
共
済
で
は
、
出
生
月
を
１

月
目
と
し
て
月
末
を
越
え
る
ご
と
に
１
月

齢
加
え
る
「
数
え
月
齢
」
で
価
額
を
決
め

て
い
ま
す
。
同
じ
４
月
齢
の
牛
で
も
月
初

め
に
出
生
し
た
牛
と
月
末
近
く
に
出
生
し

た
牛
で
は
約
１
月
分
の
成
長
の
違
い
が
出

て
き
ま
す
。

　
改
正
後
の
家
畜
共
済
で
は
、
出
生
年
月

日
を
基
に
し
た
満
月
齢
を
用
い
ま
す
。
出

生
し
た
時
は
ゼ
ロ
月
齢
で
、
応
当
日
（
対

応
す
る
月
の
同
じ
日
。
月
末
の
場
合
は
対

応
す
る
月
の
月
末
）
ご
と
に
１
月
齢
を
加

え
ま
す
。
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平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
で
12
人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た

小　
岩　
良　
一

本　
　
　

所

※
本
所
収
入
保
険
部
収
入
保
険
課
専
門
員
［
４
月
１
日
付
再
雇
用
］

齋　
藤　
　
　
透

県
南
支
所

※
県
南
支
所
総
務
課
専
門
員
［
４
月
１
日
付
再
雇
用
］

佐　
藤　
清　
博

栗
原
支
所

※
栗
原
支
所
総
務
課
専
門
員
［
４
月
１
日
付
再
雇
用
］

金　
　
　
和　
彦

迫　

支　

所

※
迫
支
所
総
務
課
専
門
員
［
４
月
１
日
付
再
雇
用
］

加　
納　
憲　
夫

石
巻
支
所

小　
出　
吉　
克

石
巻
支
所

※
石
巻
支
所
建
物
農
機
具
課
専
門
員
［
４
月
１
日
付
再
雇
用
］

檜　
野　
貴　
士

本　
　
　

所

手
代
木　
美　
穂

大
崎
支
所

髙　
橋　
千　
歳

石
巻
支
所

後　
藤　
裕　
子

県
南
セ
ン
タ
ー

小　
山　
真　
琴

中
央
セ
ン
タ
ー

福　
島　
絵
利
子

県
北
セ
ン
タ
ー

 

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
出
向
と
な
り
ま
し
た

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会

瀬
ヶ
沼　
一　
久
（
本　
　
　

所
）

 

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
本
所
・
支
所
間
で
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

本　
　
　
　
　
所

総
務
部
長

酒　
井　
正　
行
（
大
崎
支
所
）　　
　
　

農
機
具
課
長

髙　
橋　
裕　
治
（
栗
原
支
所
）

建
物
課
課
長
補
佐

千　
葉　
勝　
彦
（
迫　

支　

所
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す　
（　
）
内
は
旧
所
属

 

職
員
人
事

県
北
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

庶
務
課
長

我　
妻　
洋
太
郎
（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

診
療
課
診
療
係
長

梁　
川　
和　
代
（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

家
畜
診
療
研
修
所

損
防
指
導
課
損
防
指
導
係
長

石　
井　
豊　
希
（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

診
療
指
導
課
技
師

巣　
山　
由　
乃
（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

 

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
11
人
の
職
員
を
新
規
採
用
し
ま
し
た

本　
　
　
　
　
所

　
総
務
課
副
主
事

伊　
藤　
駿
一
朗

　
収
入
保
険
課
副
主
事

渡　
邊　
夏　
美

県　
南　
支　
所

　
農
産
園
芸
課
副
主
事

齋　
藤　
裕　
貴

宮
城
中
央
支
所

　
建
物
農
機
具
課
副
主
事

髙　
橋　
尚　
文

六
の
国
支
所

　
農
産
園
芸
課
副
主
事

村　
上　
果　
林

大　
崎　
支　
所

　
農
産
園
芸
課
副
主
事

今　
野　
雄　
大

迫　

支　

所

　
農
産
園
芸
課
副
主
事

菅　
原　
大　
峻

石　
巻　
支　
所

　
総
務
課
副
主
事

鈴　
木　
優　
司

家
畜
診
療
研
修
所

　
診
療
指
導
課
技
術
副
主
幹

鹿
子
嶋　
孝　
之

　
診
療
指
導
課
技
師

水　
野　
桃　
子

　
診
療
指
導
課
技
師

下
タ
村　
幸　
薫

農
産
課
農
作
物
共
済
係
長

森　
　
　
真　
琴
（
亘
理
名
取
支
所
）

総
務
課
副
主
事

江　
戸　
郁　
美
（
県
南
支
所
）

農
産
課
副
主
事

日　
野　
慶　
崇
（
石
巻
支
所
）

宮
城
中
央
支
所

建
物
農
機
具
課
長

髙　
橋　
克　
文
（
栗
原
支
所
）

亘
理
名
取
支
所

農
産
園
芸
課
家
畜
共
済
係
長

黒　
田　
寿　
隆
（
本　
　
　

所
）

大　
崎　
支　
所

支
所
長

髙　
橋　
浩　
治
（
栗
原
支
所
）

家
畜
課
事
故
係
長

深　
堀　
昌　
伸
（
石
巻
支
所
）

栗　
原　
支　
所

支
所
長

高　
橋　
宏　
幸
（
宮
城
中
央
支
所
）

農
産
園
芸
課
長

［
果
樹
・
園
芸
施
設
担
当
］
佐
々
木　
幸　
夫
（
迫　

支　

所
）

建
物
農
機
具
課
長

後　
藤　
　
　
勇
（
六
の
国
支
所
）

家
畜
課
主
事

遠　
藤　
健　
太
（
迫　

支　

所
）

迫　

支　

所

建
物
農
機
具
課
長

佐　
藤　
　
　
淳
（
本　
　
　

所
）

農
産
園
芸
課
主
事

太　
田　
恵　
一
（
宮
城
中
央
支
所
）

石　
巻　
支　
所

支
所
長

千　
坂　
浩　
光
（
宮
城
中
央
支
所
）

家
畜
課
事
故
係
長

熊　
谷　
圭　
志
（
大
崎
支
所
）

農
産
園
芸
課
副
主
事

兵　
藤　
静　
香
（
本　
　
　

所
）

県
南
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

損
防
課
長
兼
庶
務
課
長

河　
野　
充　
彦
（
本　
　
　

所
）

診
療
課
課
長
補
佐

平　
間　
拓　
栄
（
中
央
セ
ン
タ
ー
）

中
央
家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー

次
長

石　
川　
正　
光
（
県
北
セ
ン
タ
ー
）

損
防
課
長

川　
名　
晶　
子
（
県
南
セ
ン
タ
ー
）

損
防
課
課
長
補
佐

福　
田　
達　
也
（
県
北
セ
ン
タ
ー
）

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

平
成
30
年
度
指
定
獣

医
師
を
紹
介
し
ま
す

（　
）内
は
診
療
施
設
の
所
在
地

渥
美　
孝
雄
（
仙
台
市
）

石
川　
則
彦
（
蔵
王
町
）

市
川　
雅
朗
（
大
崎
市
）

伊
東　
和
典
（
栗
原
市
）

伊
東　
節
郎
（
仙
台
市
）

氏
家　
賢
一
（
東
松
島
市
）

氏
家　
浩
徳
（
大
崎
市
）

遠
藤　
貴
平
（
加
美
町
）

大
江　
義
之
（
栗
原
市
）

小
笠
原
宏
幸
（
白
石
市
）

小
熊　
智
和
（
大
河
原
町
）

金
田　
義
之
（
仙
台
市
）

川
崎　
忠
二
（
登
米
市
）

菅
野　
芳
男
（
大
郷
町
）

菊
地　
忠
雄
（
白
石
市
）

日
下　
勝
彦
（
登
米
市
）

葛
岡　
郁
郎
（
大
崎
市
）

熊
谷　
敏
信
（
栗
原
市
）

小
谷　
　
清
（
涌
谷
町
）

今
野　
清
勝
（
大
和
町
）

西
條　
　
一
（
登
米
市
）

齋
藤　
正
壽
（
加
美
町
）

佐
郷　
重
徳
（
大
崎
市
）

佐
竹　
寿
弘
（
栗
原
市
）

佐
藤
砂
登
史
（
登
米
市
）

佐
藤　
尚
樹
（
登
米
市
）

佐
藤　
秀
麿
（
石
巻
市
）

佐
藤　
道
義
（
蔵
王
町
）

澁
谷　
亮
平
（
加
美
町
）

首
藤　
　
正
（
石
巻
市
）

菅
原　
真
哉
（
登
米
市
）

菅
原　
通
正
（
栗
原
市
）

鈴
木　
啓
司
（
美
里
町
）

鈴
木　
正
一
（
大
崎
市
）

髙
橋　
克
仁
（
栗
原
市
）

高
橋　
清
治
（
大
崎
市
）

高
橋　
聖
大
（
仙
台
市
）

田
中　
　
裕
（
栗
原
市
）

千
葉　
正
寛
（
登
米
市
）

沼
津　
敬
治
（
美
里
町
）

芳
賀　
隆
治
（
南
三
陸
町
）

畑
山　
　
諭
（
登
米
市
）

早
坂　
雅
孝
（
石
巻
市
）

平
野　
哲
夫
（
大
崎
市
）

福
地　
重
雄
（
角
田
市
）

堀　
　
仁
美
（
蔵
王
町
）

南
舘　
君
夫
（
登
米
市
）

武
蔵　
昌
文
（
大
崎
市
）

森
重　
大
作
（
仙
台
市
）

矢
﨑　
　
薫
（
大
崎
市
）

谷
津　
　
實
（
白
石
市
）

横
田　
明
子
（
東
松
島
市
）

渡
辺　
昭
夫
（
大
崎
市
）　
　

　

 

五
十
音
順
、
敬
称
略

収
入
保
険
の
加
入
資
格
は

　
加
入
申
請
時
に
、
青
色
申
告
実
績
が

１
年
以
上
あ
る
農
業
者
・
農
業
経
営
体

で
す
（
現
金
主
義
に
よ
る
特
例
を
受
け

て
い
る
農
業
者
は
除
き
ま
す
）。

ほ
ぼ
全
て
の
品
目
が
対
象
で
す

　
米
、
畑
作
物
、
野
菜
、
果
樹
、
花
、

た
ば
こ
、
し
い
た
け
、
は
ち
み
つ
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
農
産
物
を
カ
バ
ー
し

ま
す
。
簡
易
な
加
工
品
（
も
ち
や
精
米

な
ど
）
の
販
売
収
入
も
含
め
ま
す
。

　
た
だ
し
、肉
用
牛
、肉
用
子
牛
、肉
豚
、

鶏
卵
は
マ
ル
キ
ン
等
が
措
置
さ
れ
て
い
る

た
め
対
象
品
目
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
収
入
保
険
と
農
業
共
済
、
ナ

ラ
シ
対
策
、
野
菜
価
格
安
定
制
度
等
の

類
似
制
度
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の

制
度
を
農
業
者
が
選
択
し
て
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
収
入
減
少
要
因
に

対
応
し
て
い
ま
す

　

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加

え
、
価
格
低
下
な
ど
、
農
業
者
の
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を

補
償
し
ま
す
。
例
え
ば
、
輸
出
し
た
際

の
為
替
変
動
で
収
入
が
減
少
し
た
場
合

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

補
て
ん
の
内
容
は

　
最
大
で
、保
険
期
間

の
収
入
が
農
業
者
ご
と

の
基
準
収
入（
原
則
５

カ
年
の
平
均
収
入
）の

９
割
を
下
回
っ
た
際
に
、

下
回
っ
た
額
の
最
大
９

割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

　
補
償
の
割
合
な
ど
の

選
択
肢
は
左
記
を
参
照

く
だ
さ
い
。

農
業
者
の
負
担
は

　
左
記
に
試
算
を
示
し

ま
す
。

加
入
手
続
き
は

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
を
保
険
期
間
と

す
る
場
合
、
平
成
30
年
11
月
ま
で
に
加

入
申
請
を
し
、
12
月
に
保
険
料
等
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　 

収
入
保
険
の
加
入
申
請
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
農
業
保
険
法
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
い
よ
い
よ
収
入
保
険
が
始
ま
り
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
５
月
か
ら
個
別
相
談
に
応
じ
、
７
月
か
ら
加
入
申
請
を
受
け

付
け
し
ま
す
。

収入保険の補償の割合などの選択肢
加入申請時の

青色申告実績年数 保険方式の補償限度 積立方式の
積立幅

1　　年 － 70％ 60％ 50％

10％ 5％
2　　年 75％ 70％ 60％ 50％
3　　年 78％ 70％ 60％ 50％
4年以上 80％ 70％ 60％ 50％

支 払 率 90％ 80％ 70％ 60％ 50％

収入の減少程度ごとの補てん金
（基準収入1,000万円で、上記試算の加入例の場合）

収入減少の程度
（保険期間の収入）

補てん金
の合計

保険方式
（保険金）

積立方式
（特約補てん金）

20％（800万円） 90万円 0万円 90万円
30％（700万円） 180万円 90万円 90万円
50％（500万円） 360万円 270万円 90万円

100％（　 0万円） 810万円 720万円 90万円

加入から保険金
支払いまでの
スケジュール

（個人の場合）

平成30年
5月〜  6月 個別相談
7月〜11月 加入申請受付

12月 保険料・積立金の納付
平成31年 1月〜12月 保険期間
平成32年 3月〜  6月 保険金等請求・支払い

  加入者にご負担いただく金額（試算）
◇加入者にご負担いただくのは、保険料と積立金、そ
　れに事務費です。保険方式には50％、積立方式には
　75％の国庫負担があります。
　基準収入が1,000万円での加入例です。
★保険料は、72,000円 ①

　    基準収入  補償限度  支払率  保険料率  負担割合
（1,000万円 ×80％ × 90％ × 2％ × 50％）

★積立金は、225,000円 ②
　　　　  基準収入     積立幅  支払率  負担割合

（1,000万円 ×10％ ×90％ ×25％）
  ※積立方式の加入は任意です。支払率は、保険方式より高い率
  は選べません。

★事務費 ・加入者割（1年目）　4,500円 ③
（加入者割は2年目以降3,200円と安くなります）

　　　　　 ・保険金額等割　　　17,820円 ④
　 （810万円（保険方式720万円＋積立方式90万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　×22円/万円）

ご負担いただく合計は、319,320円　①〜④の計
（保険料と積立金は分割納入ができます）

  ※補てん金として支払われない積立金は、翌年に持ち越されます。

平
成
30
年

７
月
か
ら

09 和み 2018. 5 和み 2018. 5 08



2

1ふるさと納税返礼品の８品。「北限の竹」と称しています 2ラベル貼りなどは集中力がいります
3「30分に一度まきを入れて竹炭を作っている」と裕紀さん。手作りした炭窯「乱

ら
頭
ず

毛
も

無
ね

窯
かま

」の前で
4所有する竹林４㌃の整備も行っています 5「きれいにできると気分がいい」と美和子さん

　

東
松
島
市
東
名
地
区
に
あ
る
「
ぱ
ぱ
い

や
ぱ
ん
や
」
は
、
野
田
ま
す
み
さ
ん
（
44
）

と
阿
部
恵け

い

さ
ん
（
37
）
の
二
人
で
営
む
パ

ン
店
で
す
。
平
成
24
年
２
月
、
阿
部
さ
ん

の
自
宅
を
利
用
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し

た
。「（
東
日
本
大
震
災
で
）
何
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
場
所
で
何
か
を
生

み
出
し
た
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　
二
人
は
、
沖
縄
県
に
移
住
経
験
が
あ
り
、

子
ど
も
同
士
が
同
年
代
、
パ
ン
作
り
が
趣

味
と
共
通
点
が
多
く
、
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
震
災
で
阿
部
さ
ん
の
自
宅
が
被

災
し
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
際
に
念
願
だ
っ

た
パ
ン
店
を
設
計
に
加
え
、
店
名
に
は
沖

縄
の
よ
う
な
南
国
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
パ

パ
イ
ヤ
を
用
い
ま
し
た
。

　
「
周
り
に
店
が
少
な
い
の
で
、
地
元
の

人
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
震
災
後
疎

遠
に
な
っ
た
方
が
店
で
再
会
し
た
り
、
交

流
の
場
に
な
り
う
れ
し
か
っ
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

　
パ
ン
は
、国
産
小
麦「
銀
河
の
ち
か
ら
」、

「
ゆ
き
ち
か
ら
」
、「
シ
ラ
ネ
コ
ム
ギ
」

や
米
粉
を
使
用
。
タ
マ
ネ
ギ
や
サ
ツ
マ
イ

モ
、
ト
マ
ト
な
ど
、
地
元
で
採
れ
た
旬
の

農
産
物
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
野
田
さ
ん
は
「
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
手
掛
け
て
い
き
た
い
。
復
興
で

街
並
み
や
人
の
流
れ
が
変
わ
っ
て
も
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
ず
っ

と
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
阿
部
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
た
パ
ン

店
で
あ
り
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

　

加
美
町
中
新
田
の
高
橋
裕
紀
さ
ん

（
67
）
は
平
成
27
年
６
月
、
屋
号
「
や
っ
て

み
っ
か
奔ほ

ん
舎し

ゃ
」
を
立
ち
上
げ
、
妻
の
美
和
子

さ
ん
（
67
）
と
と
も
に
竹
を
用
い
た
加
工
品

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
竹
製
品
は
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
選
ば
れ
、
裕
紀
さ
ん
は
「
町

の
名
と
と
も
に
全
国
に
出
る
製
品
な
の
で
、

よ
り
丁
寧
に
作
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

裕
紀
さ
ん
は
、
伐
採
や
搬
出
な
ど
の
竹

林
整
備
支
援
を
す
る
傍
ら
、
竹
炭
や
竹
酢

液
、
生
竹
、
工
芸
品
を
作
り
、
地
元
の
直

売
所
「
や
く
ら
い
土ど

産さ
ん
セ
ン
タ
ー
」
や
「
み

や
ざ
き 

ど
ど
ん
こ
館
」
を
中
心
に
11
カ
所

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
屋
号
は
、
裕
紀
さ
ん
の
口
癖
か
ら
命
名
し

ま
し
た
。「
何
で
も
試
そ
う
と
い
う
精
神
で

田
舎
を
奔
走
し
た
い
」
と
裕
紀
さ
ん
。「
里

山
に
価
値
を
見
出
し
、
里
山
を
よ
り
豊
か
に

美
し
く
す
る
活
動
を
し
た
い
」
と
加
え
ま
す
。

　
竹
の
加
工
は
裕
紀
さ
ん
が
行
い
、
袋
詰
め

や
ラ
ベ
ル
貼
り
は
美
和
子
さ
ん
が
担
当
。
裕

紀
さ
ん
は
「
妻
が
使
い
勝
手
を
確
認
し
な
が

ら
、
内
容
量
や
価
格
に
つ
い
て
主
婦
目
線
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
は
、
昨
年
末
に

申
請
し
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
起
業
す
る
際

に
町
の
支
援
事
業
を
利
用
し
た
こ
と
か
ら
、

当
舎
の
経
営
状
況
や
取
り
組
み
を
町
が
把

握
し
て
い
た
た
め
選
ん
で
も
ら
え
た
」
と
裕

紀
さ
ん
。
返
礼
品
は
生
竹
や
竹
炭
、
竹
酢
液

な
ど
８
点
で
、
自
生
す
る
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
の

北
限
は
東
北
中
部
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「『
北
限
の
竹
』
製
品
詰
め
合
わ
せ
」
と

し
ま
し
た
。

　
裕
紀
さ
ん
は
「
生
竹
は
切
り
た
て
の
竹
の

香
り
が
し
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
。
竹
炭
は

通
常
の
平
炭
の
ほ
か
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
や
細

粒
状
な
ど
を
用
意
し
、
消
臭
を
兼
ね
た
イ
ン

テ
リ
ア
や
浄
水
用
に
。
竹
酢
液
は
植
物
の
病

害
虫
予
防
や
ペ
ッ
ト
の
消
臭
に
活
用
で
き

る
」
と
勧
め
ま
す
。

　

今
後
は
炭
窯
を
大
き
く
し
、
竹
炭
の
生

産
量
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
し
、
裕
紀
さ

ん
は
「
高
齢
者
や
障
が
い
者
を
雇
用
し
支
援

す
る
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
燃
や
し
ま
す
。

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

地
元
に
根
差
し
た

パ
ン
店
に
な
り
た
い

ぱ
ぱ
い
や
ぱ
ん
や
（
東
松
島
市
）

花
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い

彩
は
な
香
房
（
大
崎
市
鹿
島
台
）

夫
婦
で
手
掛
け
た
竹
炭
製
品

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

　

や
っ
て
み
っ
か
奔
舎
（
加
美
町
）

1

地　域
の

話 題

4

問い合わせ先／小堤彩子　☎080-9638-3070

問い合わせ先／東松島市新東名1の10の9　☎0225-24-9919
営業時間／毎週水曜日11時半〜18時　　　https://www.facebook.com/papaiyapanya

　
「
も
っ
と
身
近
に
花
を
感
じ
て
も
ら
い

た
い
」—

大
崎
市
鹿
島
台
の
小
堤
彩
子
さ

ん
（
30
）
は
昨
年
１
月
、
露
地
栽
培
し
た

セ
ン
ニ
チ
ソ
ウ
や
ス
タ
ー
チ
ス
な
ど
を
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
提
供
す
る
「
彩

い
ろ
ど
りは

な
香こ

う
房ぼ

う
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
生
花
と
違
い
開

花
時
期
を
気
に
す
る
こ
と
が
な
く
、
枯
れ

た
り
日
持
ち
を
考
慮
す
る
心
配
も
あ
り
ま

せ
ん
。
一
年
を
通
し
て
観
賞
用
や
贈
答
品

に
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
小
堤
さ
ん
は
「
今

年
は
栽
培
面
積
を
２
㌃
か
ら
20
㌃
、
品
目

を
三
つ
か
ら
六
つ
に
拡
大
し
、
経
営
の
安

定
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
制
作
で
は
つ
ぼ
み
が
開
き
か
け
た
花

を
採
取
し
熱
乾
燥
さ
せ
、
花
が
９
割
ほ
ど

開
い
た
状
態
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
小
堤
さ
ん
。
専
用
の
大
型
電
気
乾

燥
機
と
保
管
庫
を
導
入
し
45
度
で
24
時
間

熱
乾
燥
さ
せ
、
色
が
く
す
ん
だ
り
落
ち
た

り
す
る
こ
と
な
く
彩
り
良
く
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

　
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
手
作
り
の
加
工
品

は
、
美
里
町
の
直
売
所
「
花
野
果
市
場
」

や
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
１
個
３
８
０
円
か
ら
、
１
千
円

で
販
売
。
小
堤
さ
ん
は
「
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
オ
イ
ル
と
一
緒
に
瓶
詰
め
に

し
た
『
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
』
の
材
料
と

し
て
人
気
が
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。

　

小
堤
さ
ん
は
「
花
が
好
き
で
、

花
の
加
工
品
を
作
る
の
が
夢
だ
っ

た
。
将
来
は
ク
ラ
フ
ト
工
房
を
作

り
、
花
を
通
し
て
農
業
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
体
験
農
園
を
開
き
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

問い合わせ先／やってみっか奔舎　☎090-7897-3801

3

5

▲「生活のさまざまな場面で花を楽しんでほしい」と小堤さん

▲ボランティアの方に作ってもらった看板
　の前で野田さん（右）と阿部さん（左）

▲国産小麦を用いたパンが20種ほど
　並びます
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kitchen garden

四季の畑
　わたしのお父さんとお母さんは、いつも
しごとをがんばっています。おじいちゃん
はお米とやさいを作っていて、おばあちゃ
んは、にわで花を作っています。おとうと
たちはかわいいです。いつもいっしょに
あそびます。
　わたしは、おじいちゃんのお手つだいを
少しします。トラクターにのるのがたのし
いです。
　休みの日は、みんなであそびにいきます。
たのしくてだいすきです。

「あそぶのだいすき」

佐 久 間　夏
なつ

  稀
き

大和町鶴巣　櫻 井   美
み

 樹
き

 さん

　日本体育大学の４年生です。小学１年
生から始めたバレーボールは中学、高校
と続け、現在も大学のチームに所属して
います。
　昨年、23歳以下の全日本メンバーに選
ばれ、アジアＵ－23女子選手権で優勝。
９月にスロベニアで行われた世界大会に
も出場しました。世界レベルの大会を経
験できたのは、指導者や家族をはじめ多
くの方のおかげと感謝しています。
　大学生活も最後の年となりますが、こ
れまでの経験を生かせる仕事に就きたい
です。

　 

畑
の
準
備

　
定
植
予
定
日
の
２
週
間
以
上
前
に
苦
土
石

灰
を
ま
い
て
深
く
耕
し
、
１
週
間
前
に
は
堆

肥
と
元
肥
（
化
成
肥
料
・
リ
ン
酸
質
肥
料
）

を
ま
い
て
よ
く
耕
し
、
そ
の
後
、
畝
を
作
り

マ
ル
チ
を
し
ま
す
。
支
柱
は
合
掌
式
ま
た
は

直
立
式
に
し
て
し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
す
。

　 

定
植

　
定
植
時
は
、
マ
ル
チ
に
苗
ポ
ッ
ト
よ
り
や
や
大
き
め
の
穴

を
開
け
、
花
房
の
向
き
が
通
路
側
に
な
る
よ
う
に
（
後
か
ら

の
花
房
も
全
て
同
じ
向
き
に
な
り
ま
す
）
植
え
ま
す
。

　 

定
植
後
の
管
理

　
主
枝
の
誘
引
は
支
柱
に
20
〜
30
㌢
間
隔
で
ひ
も
を
８
の
字

に
結
び
つ
け
ま
す
。
本
葉
の
つ
け
根
か
ら
出
る
わ
き
芽
は
す

べ
て
か
き
取
り
ま
す
。収
穫
目
標
の
花
房（
３

〜
５
段
）
が
咲
き
だ
し
た
ら
、
そ
の
上
の
葉

を
２
〜
３
枚
残
し
て
主
枝
を
摘
み
取
り
ま

す
。
追
肥
は
第
１
花
房
お
よ
び
第
３
花
房
の

果
実
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
程
度
の
大
き
さ
に
な
っ

た
と
き
の
２
回
を
基
本
と
し
て
、
あ
と
は
草

勢
を
み
て
適
宜
行
い
ま
す
。

　 

着
果
管
理
か
ら
収
穫
ま
で

　
第
１
株
房
の
第
１
花
を
確
実
に
着
果
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
振
動
受
粉
と
着
果
ホ

ル
モ
ン
剤
処
理
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
ホ
ル

モ
ン
剤
処
理
は
３
段
花
房
ま
で
で
終
わ
り
に
し

ま
す
。
大
玉
ト
マ
ト
で
は
一
つ
の
花
房
に
多
く

着
果
し
た
場
合
、
４
〜
５
果
に
な
る
よ
う
摘
果

し
ま
す
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
場
合
は
、
摘
果
し
ま

せ
ん
。

　
赤
く
熟
し
た
も
の
を
朝
の
涼
し
い
う
ち
に
収

穫
し
ま
す
。

◆
病
害
虫
に
つ
い
て

　
露
地
栽
培
で
は
苗
が
根
づ
い
て
育
ち
始
め
た
こ
ろ
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
病
害
虫
が
発
生
し
ま
す
。
主
要
な
病
害
は
、

青
枯
れ
病
、
疫
病
、
灰
色
カ
ビ
病
、
ウ
ィ
ル
ス
病
な
ど
、

主
要
な
害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
オ
ン
シ
ツ
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
、

ア
ザ
ミ
ウ
マ
な
ど
で
す
。

トマトを作ろう

◎ポイント２
芽かき、摘芯の際にハサミを使うと、ウイル
ス病を伝染させる恐れがあるので、手で行
います。また、晴天日の午前中に行います。

◎ポイント３
マルチはシルバーマルチを使うとアブ
ラムシの害を防ぐことができます。

◎ポイント1
元肥の化成肥料の成分比率はN:P:K=8:8:8 にしま
す。チッ素（N）が多いと葉や茎が成長（徒長）し、
花や実がつきにくくなるので、施肥量を守りましょう。

　
ト
マ
ト
の
生
育
適
温
は

20
℃
～
30
℃
で
、
栽
培
で

は
比
較
的
冷
涼
で
昼
夜
の

温
度
差
が
大
き
い
と
有
利

で
す
。
定
植
か
ら
収
穫
ま

で
約
２
カ
月
掛
か
る
の

で
、
収
穫
開
始
が
暑
い
時

期
に
な
ら
な
い
よ
う
、
で

き
る
だ
け
早
く
に
植
え
ま

す
が
、
霜
に
弱
い
の
で
、

苗
の
定
植
は
晩
霜
の
恐
れ

が
な
く
な
る
時
期
か
ら
と

な
り
ま
す
。

定植期栽培カレンダー（露地） 収穫期
5月

宮城県
平野地

地 域 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

加
入
申
込
期
限
の
お
知
ら
せ
で
す

　
５
月
は
果
樹
共
済
（
り
ん
ご
・
な
し
）
総
合
一
般
方
式

の
申
し
込
み
月
で
す
。
ま
た
、
６
月
は
畑
作
物
共
済
（
大

豆
）
の
申
し
込
み
月
で
す
。

申
込
期
限
は

　
果
樹
共
済
（
り
ん
ご
・
な
し
）
総
合
一
般
方
式

　
５
月
10
日

　
畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

　
６
月
10
日　
で
す
。

　
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、
期
限
内
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化
と
不
祥
事

の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て

「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
を
購
読
し
ま
せ
ん
か

　
農
業
共
済
新
聞
で
は
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
情
報
は
も
と
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
話
題
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
発
行
は
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）
で
、
購
読
料
は
組
合

が
４
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。
購
読
を
希
望
す
る
方
は
、

最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
畜
の
異
動
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や

か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
共
済
金
が
支
払
わ

れ
な
い
こ
と
や
既
に
お
支
払
い
し
た
共
済
金
の一部
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会
に
出
場
・
飼
養
場

所
変
更
・
死
亡
・
廃
用
・
と
畜
の
場
合
で
す
。

これまでの経験を
生かしたい

角
田
市
島
田

佐
久
間 

夏な
つ

　
稀き 

ち
ゃ
ん (

6
）

 

大だ
い

　
綺き 

く
　
ん (

4
）

 
  

樹い
つ
き

　 

く
　
ん (

2
）

お
父
さ
ん	

秀
　
人 

さ
　
ん

お
母
さ
ん	

早
　
苗 

さ
　
ん

お
じ
い
さ
ん	

正
　
夫 

さ
　
ん

お
ば
あ
さ
ん	

美
也
子 

さ
　
ん

家庭菜園にぴったり

大玉トマト
「 麗 夏 」

育てやすさ抜群！

ミニトマト
「 ア イ コ 」

甘酸のバランスよく
味濃厚

中玉トマト
「シンディースイート」

◇２週間以上前
　苦土石灰　約 150g/㎡

◇定植準備
畝幅：120cm

◇定植時
苗鉢にたっぷり水を含ま
せてから定植します。

◇追肥
①マルチをまくり、
②１株当たり１握
り（約 25g）を畝
肩部の中心にばら
まきます。

③軽く土寄せして
から、④マルチを
戻します。

◇誘引

◇芽かき

◇摘芯

◇摘果

◇振動授粉
支柱を棒で叩きます。

定植後も十分な水やりを
します。

◇１週間前
堆　　肥：３～４kg/㎡
化成肥料：約 150g/㎡
リン酸質肥料：約 30g/㎡定植間隔：50cm

列幅：70cm

通路幅：60cm
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　　　　　　　　二重枠のところに入った文
字を組み合わせて、一つの言葉にして下さい。
ヒント▶平成31年１月から始まります
　　　　○○○○○○保険制度

　
は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
30
年
6
月
10
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

平
成
29
年
6
月
1
日
か
ら
郵
便
は
が
き
料
金
は
62
円

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 ※ ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外

の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 162
（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

　
栗
原
市
一
迫
に
は
、
ア
ヤ
メ
と
ユ
リ
を
愛め

で
る

花
園
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
、
一
迫
山
王
史
跡
公
園
の
一
角
に
あ
る

「
あ
や
め
園
」
で
す
。
広
さ
は
１
万
３
千
平
方
㍍

あ
り
、
ア
ヤ
メ
や
カ
キ
ツ
バ
タ
、
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

な
ど
、
約
３
０
０
品
種
22
万
株
が
植
栽
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
ヤ
メ
と
カ
キ
ツ
バ
タ
は
５
月
下
旬
か
ら

咲
き
始
め
、
６
月
中
旬
に
な
る
と
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

も
開
花
し
ま
す
。
開
花
に
合
わ
せ
、
毎
年
「
山
王

史
跡
公
園
あ
や
め
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
期
間
中

園
内
で
は
「
み
ち
の
く
鹿
踊
大
会
」
や
「
神
楽
大

会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
南
く
り
こ
ま
高
原
一
迫
ゆ
り

園
」
で
す
。
３
万
平
方
㍍
の
園
内
に
は
、
ユ
リ

２
０
０
品
種
15
万
株
、
ヘ
メ
ロ
カ
リ
ス
50
品
種

２
万
株
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
鑑
賞
方

法
に
変
化
を
持
た
せ
て
お
り
、
各
品
種
ご
と
に
植

栽
さ
れ
た
ユ
リ
の
群
生
は
、
６
月
中
旬
か
ら
色
鮮

や
か
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

※
あ
や
め
祭
り
期
間

　
平
成
30
年
６
月
15
日（
金
）〜
７
月
４
日（
水
）

　
（
見
頃
は
６
月
24
日
こ
ろ
）

　
ゆ
り
園
開
園
期
間

　
平
成
30
年
６
月
22
日（
金
）〜
７
月
25
日（
水
）

　
（
見
頃
は
６
月
28
日
こ
ろ
）

◆ 

孫
が
遊
び
に
来
た
ら
、
岩
沼
の
ひ
つ
じ
村
に
連
れ
て
い
き
た
い

で
す
。 

（
大
河
原
町
Ｋ
・
Ａ
さ
ん
）

◆ 

四
季
の
畑
で
カ
ボ
チ
ャ
の
こ
と
が
く
わ
し
く
書
い
て
あ
り
、
と
て

も
役
立
ち
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
気
仙
沼
市
Ｅ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆ 

ち
ょ
こ
っ
と
ぶ
ら
り
で
悠
里
館
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
亘
理
伊
達

家
・
民
俗
文
化
資
料
の
展
示
な
ど
、
仙
北
の
私
は
あ
ま
り
仙
南

に
寄
ら
な
い
の
で
、
紹
介
は
役
に
立
ち
ま
す
。
一
度
訪
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（
大
崎
市
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

◆ 

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
に
、和
風
家
屋
で
は
「
板
の
間
」
と
あ
り
、

懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。
小
学
生
の
こ
ろ
、
板
の
間
拭
き
（
雑

巾
が
け
）
は
私
の
仕
事
で
し
た
。
今
は
モ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
楽
で

す
ね
。 

（
加
美
町
Ｇ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆ 

わ
が
家
の
味
＊
レ
シ
ピ
を
毎
回
見
て
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
参
考
に
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

（
大
崎
市
Ｓ
・
Ｎ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

問い合わせ先
一迫観光協会　☎０２２８－５２－２１１４

 タテのカギ
❶韓国第２の都市。
❷中国秦代の宰相。
❸2017年の「女芸人No.１決定戦 THE Ｗ」で栄冠をつかんだ芸人。
❹電気装置を大地につなぎ、電位を等しくすること。
❺要求。需要。欲求。
❽日本の格安航空会社「○○○航空」。
❾全体的な能力の点で極めて素晴らしい才能を示す子供。
❿遠田郡涌谷町のほぼ中央部にある標高236mの山「○○岳山」。
⓫「みだれ髪」が有名。「与謝野○○○」。
⓬東北６県の総称。最近は東北地方と称されるようになった。
⓭英語で「下へ、下方へ」などを意味する。
⓯春から夏に移行する季節。

ヨコのカギ
❶東映アニメーション制作の女児向けアニメシリーズ。
❻二人で飲むこと。「○○飲み」。
❼集団を代表・指導・先導・統率する存在。
❽第130回芥川龍之介賞を受賞した作品。「蛇に○○○」。
❾映画・演劇や小説などの一場面。
⓫丁重に据え置くこと。
⓬中新田町、○○○町、宮崎町が合併して加美町となった。
⓮○○哀楽。
⓯○○といえばカアの仲。
⓰５月から始まります。「セ・パ○○○○○○○」。

　
作
付
け
す
る
水
田
面
積
は
わ
ず
か

な
の
で
、
今
で
は
作
業
委
託
し
、
配

管
工
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。

　
疲
れ
を
癒
す
た
め
、
サ
ウ
ナ
の
あ

る
温
泉
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
時
々
、
小
遣
い
の
範
囲
内
で

競
馬
を
楽
し
み
、テ
レ
ト
ラ
ッ
ク（
場

外
馬
券
発
売
場
）
で
会
う
他
市
町
の

方
々
と
も
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
当
地
区
内
の
共
済
部
長
会
も
年
に

１
回
移
動
研
修
会
を
開
催
し
て
親
睦

を
図
っ
て
お
り
、
研
修
会
が
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
の
発
展
の
た
め
、

頑
張
り
た
い
で
す
。

▼ 

共
済
部
長
歴
11
年

　
志
波
姫
地
区
共
済
部
長
会
長

▼ 

共
済
部
長
歴
４
年

　
農
家
10
戸
で
構
成
す
る
田
沢
集
団

栽
培
組
合
の
一
員
と
し
て
、「
ひ
と

め
ぼ
れ
」
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
休
日
は
、
プ
ロ
野
球
観
戦
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
先
月
、
東
北
楽
天

ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
を
応
援
す

る
た
め
、
３
人
の
孫
た
ち
と
楽
天
生

命
パ
ー
ク
宮
城
（
仙
台
市
）
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
試
合
に
は
敗
れ
ま
し

た
が
、
孫
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
組
合
員
40
戸
ほ
ど
で
、

広
報
紙
配
布
時
は
特
に
、
顔
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
組
合
員
の
た
め
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
。

栗
原
支
所

栗
原
市
志
波
姫

石
川 

昭
し
ょ
う
こ
う光さ

ん
（
66
）

亘
理
名
取
支
所

亘
理
町
逢
隈
田
沢

三
品 

正
美
さ
ん
（
68
）

　
水
曜
日
限
定
で
オ
ー
プ

ン
す
る
、
東
松
島
市
の
パ

ン
店「
ぱ
ぱ
い
や
ぱ
ん
や
」

で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
と
同
時
に

用
意
し
た
パ
ン
が
ど
ん
ど

ん
売
れ
て
い
き
、
撮
影
を

終
え
る
こ
ろ
に
は
種
類
が

半
分
に
な
る
ほ
ど
大
盛

況
で
す
。
毎
週
新
し
い
パ

ン
が
提
供
さ
れ
る
と
あ
っ

て
多
く
の
来
客
が
あ
り
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」

と
、
笑
顔
の
写
真
が
撮
れ

ま
し
た
。

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

　『
あ
け
ぼ
の（
曙
）』

        

　
　
　　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

村
　
上
　
フ
ク
子
さ
ん
（
白
石
市
）

瀬
　
戸
　
幸
　
子
さ
ん
（
角
田
市
）

木
　
村
　
和
　
紀
さ
ん
（
丸
森
町
）

宮
　
澤
　
　
誠
　
さ
ん
（
大
郷
町
）

伊
　
藤
　
恵
美
子
さ
ん
（
亘
理
町
）

若
　
生
　
和
　
江
さ
ん
（
名
取
市
）

吉
　
岡
　
悦
　
子
さ
ん
（
加
美
町
）

佐
　
藤
　
喜
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前号の答えと当選者

撮影を
終えて

一迫山王史跡公園 あやめ園と
南くりこま高原 一迫ゆり園
　　　　　　　（栗原市）
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栗原市立栗原西中

●● 宮城県一迫商業高
栗原市一迫総合支所
市民サービス課

398

398

色彩豊かな「ゆり園」

一迫山王史跡公園の一角にある「あやめ園」
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本　　所　〒 980-0011 TEL 022-225-6701 
 仙台市青葉区上杉 1-8-10 E-mail：syunyuhoken@nosaimiyagi.or.jp
県南支所　〒 981-1505 TEL 0224-63-2012 
 角田市角田字町田 113 E-mail：syunyuhoken001@nosaimiyagi.or.jp
宮城中央支所　〒 983-0821 TEL 022-396-3070 
 仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 E-mail：syunyuhoken010@nosaimiyagi.or.jp
亘理名取支所　〒 989-2301 TEL 0223-34-5031 
 亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 E-mail：syunyuhoken019@nosaimiyagi.or.jp
六の国支所　〒 981-4265 TEL 0229-64-1380 
 加美町字矢越 226 E-mail：syunyuhoken030@nosaimiyagi.or.jp
大崎支所　〒 989-6166 TEL 0229-22-2141 
 大崎市古川東町 5-37 E-mail：syunyuhoken036@nosaimiyagi.or.jp
栗原支所　〒 987-2203 TEL 0228-23-7111 
 栗原市築館字下宮野中田 100 E-mail：syunyuhoken044@nosaimiyagi.or.jp
迫 支 所　〒 987-0512 TEL 0220-22-8411 
 登米市迫町森字平柳 34-88 E-mail：syunyuhoken053@nosaimiyagi.or.jp
石巻支所　〒 986-1111 TEL 0225-75-2331 
 石巻市鹿又字曽波の神前 172 E-mail：syunyuhoken070@nosaimiyagi.or.jp
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
 白石市福岡深谷字桜丘前 10 TEL 0224-25-4565
中央家畜診療センター　〒 989-6251 
 大崎市古川小野字嵐山 26-1 TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
 登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
 大衡村大衡字平林 39-4 TEL 022-345-2241

＊料理紹介者　
　登米市	

　高橋 満喜子 さん

作 り 方

❶  レンコンは飾り付け用を少し残して、半分はすりおろし、もう半分は
みじん切りにする。

❷  飾り付け用のレンコンはイチョウ切りにする。
❸  ❷以外のレンコンと蒸しパンミックス、水、砂糖、ベーキングパウ

ダーをボウルに入れて混ぜ合わせる。
❹  アルミカップに❸を入れ、❷を載せる。
❺  蒸し器を火にかけ、蒸気が出たら強火で14分ほど蒸して出来上がり。

宮城

材 料 （ 10 個 分 ）

・レンコン	……………………… 200g

・蒸しパンミックス	 …………… 300g

・水		 …………………………… 200cc

・砂糖	 …………………………… 60g

・ベーキングパウダー	…………… 少々

レンコン蒸しパン

収入保険の担当部署を 
新たに設置しました

　本年度から始まる収入保険を推進す
るため、本所に収入保険部収入保険課
を新設しました。また、各支所の総務
課を収入保険担当課とし、担当職員を
配置いたしました。
　収入保険に関するお問い合わせは、
左記の各支所または、本所収入保険部
収入保険課の直通電話番号（ダイヤル
イン）０２２－２２５－６７０３まで
お気軽にお寄せください。
　収入保険専用のメールアドレスも用
意しましたので、ご利用ください。

★	すりおろしたレンコンがもちもちした食感を出し、みじん切りした
レンコンがしゃきしゃきした食感を出します。

★	すりおろすレンコンの量や甘さは、お好みで調整してください。


